
    

    

    

経営学史学会第経営学史学会第経営学史学会第経営学史学会第 11119999 回全国大会回全国大会回全国大会回全国大会    

 

統一論題統一論題統一論題統一論題 

≪≪≪≪経営学の思想と方法経営学の思想と方法経営学の思想と方法経営学の思想と方法≫≫≫≫ 

 

 
サブサブサブサブ････テーマテーマテーマテーマⅠ：Ⅰ：Ⅰ：Ⅰ：経営学が構築してきた経営の世界を問う経営学が構築してきた経営の世界を問う経営学が構築してきた経営の世界を問う経営学が構築してきた経営の世界を問う 

サブ･テーマⅡ：サブ･テーマⅡ：サブ･テーマⅡ：サブ･テーマⅡ：来たるべき経営学の学的方法を問う来たるべき経営学の学的方法を問う来たるべき経営学の学的方法を問う来たるべき経営学の学的方法を問う 

 

 

 

2011 年年年年 5 月月月月 20 日日日日 (金金金金) ～～～～ 22 日日日日 (日日日日) 

青森公立大学青森公立大学青森公立大学青森公立大学経営経済学経営経済学経営経済学経営経済学部部部部 

 

 

 

 

 

経営学史学会第経営学史学会第経営学史学会第経営学史学会第 19 回全国大会実行委員会回全国大会実行委員会回全国大会実行委員会回全国大会実行委員会 



経営学史学会第経営学史学会第経営学史学会第経営学史学会第 11119999 回全国大会プログラム回全国大会プログラム回全国大会プログラム回全国大会プログラム    
 

5 月 20 日(金) 

16：30 運営委員会運営委員会運営委員会運営委員会 (国際交流ハウス) ／ 叢書編集委員会叢書編集委員会叢書編集委員会叢書編集委員会    (国際交流ハウス) 

17：00 理理理理    事事事事    会会会会 (国際交流ハウス) 
                         

5 月 21 日(土) 自由論題 60 分(報告 30 分、質疑応答 30 分) 

統一論題 110 分(報告 30 分、討論 20 分、質疑応答 60 分) 

9：30 受受受受        付付付付 (講堂前ホール) 

    

自自自自    由由由由    論論論論    題題題題  

A 会場(543 教室) B 会場(544 教室) C 会場(423 教室) 

10：00 

 

 

 

 

 

11：00 

報告者：高木 孝紀 
（名古屋大学･院） 

「組織の「組織の「組織の「組織の自律自律自律自律性と秩序形成性と秩序形成性と秩序形成性と秩序形成
の原理」の原理」の原理」の原理」 

 
 
 
チェアパーソン：丹沢 安治 

（中央大学） 

報告者：櫻井 雅充 
（神戸大学･院） 

「「「「HRM 研究における研究成研究における研究成研究における研究成研究における研究成
果の有用性を巡る学説史的果の有用性を巡る学説史的果の有用性を巡る学説史的果の有用性を巡る学説史的
検討―プラグマティズムの検討―プラグマティズムの検討―プラグマティズムの検討―プラグマティズムの
真理観を手掛かりにして―」真理観を手掛かりにして―」真理観を手掛かりにして―」真理観を手掛かりにして―」 

 

チェアパーソン：三井  泉 

（日本大学） 

報告者：大久保 康彦 
（関東学院大学･院） 

「「「「起業起業起業起業成功モデルに関する成功モデルに関する成功モデルに関する成功モデルに関する
研 究研 究研 究研 究 ～～～～ NVP(New Venture 
Performance)論を中心に論を中心に論を中心に論を中心に～～～～」」」」 

 

 

チェアパーソン：奥林 康司 

（摂南大学） 

開開開開    会・基調報告会・基調報告会・基調報告会・基調報告 (545 教室) 

11：05 

 

11：10 

 

 

11：40 

開会の辞開会の辞開会の辞開会の辞  大会実行委員長 吉原 正彦（青森公立大学） 

 

基調報告基調報告基調報告基調報告 

報告者  吉原 正彦（青森公立大学） 

論論論論    題題題題：：：：「「「「経営学の思想と方法経営学の思想と方法経営学の思想と方法経営学の思想と方法」」」」    

司会者  高橋 由明（中央大学） 

11：40 

12：40 
昼昼昼昼   食食食食    (419・420 教室) ・ 理事会理事会理事会理事会    (大会議室) 

統統統統    一一一一    論論論論    題題題題    (545 教室) 

12：40 

 

 

 

 

 

14：30 

統一論題統一論題統一論題統一論題        サブサブサブサブ････テーマテーマテーマテーマⅠⅠⅠⅠ：：：：経営学が構築してきた経営の世界を問う経営学が構築してきた経営の世界を問う経営学が構築してきた経営の世界を問う経営学が構築してきた経営の世界を問う 

報告者  上林 憲雄（神戸大学） 

論論論論    題題題題：「：「：「：「経営学が構築してきた経営の世界経営学が構築してきた経営の世界経営学が構築してきた経営の世界経営学が構築してきた経営の世界 

                                ―社会科学としての経営学とその危機――社会科学としての経営学とその危機――社会科学としての経営学とその危機――社会科学としての経営学とその危機―」」」」 

討論者  大平 義隆（北海学園大学） 

司会者  西岡 健夫（追手門学院大学） 

14：40 

 

 

 

 

16：30 

統一論題統一論題統一論題統一論題        サブ･テーマⅠ：経営学が構築してきた経営の世界を問うサブ･テーマⅠ：経営学が構築してきた経営の世界を問うサブ･テーマⅠ：経営学が構築してきた経営の世界を問うサブ･テーマⅠ：経営学が構築してきた経営の世界を問う 

報告者  稲村  毅（神戸学院大学） 

論論論論    題：「題：「題：「題：「現代現代現代現代経営学の思想的諸相経営学の思想的諸相経営学の思想的諸相経営学の思想的諸相」」」」 

討論者  小笠原英司（明治大学） 

司会者  岩田  浩（摂南大学） 

16：40 

17：40 
会員総会会員総会会員総会会員総会・理事選挙・理事選挙・理事選挙・理事選挙 (545 教室) 

18：00 

20：00 
懇懇懇懇    親親親親    会会会会 (国際交流ハウス) 

 

 



5 月 22 日(日)  自由論題 60 分(報告 30 分、質疑応答 30 分) 

統一論題 120 分(報告各 30 分、司会 15 分、質疑応答 75 分) 

9：00 受受受受        付付付付 (講堂前ホール) 

 

自自自自    由由由由    論論論論    題題題題  

A 会場(543 教室) B 会場(544 教室) C 会場(423 教室) 

9：30 

 

 

 

 

 

10：30 

報告者：桑田 耕太郎 
（首都大学東京） 

「「「「『実践の科学』としての経『実践の科学』としての経『実践の科学』としての経『実践の科学』としての経
営学営学営学営学：：：：バーナードとサイバーナードとサイバーナードとサイバーナードとサイ
モンの対比を通じてモンの対比を通じてモンの対比を通じてモンの対比を通じて」」」」 

 

チェアパーソン：藤井 一弘 

（青森公立大学） 

報告者：平澤  哲 
（中央大学） 

「アクション･サイエンスの発展「アクション･サイエンスの発展「アクション･サイエンスの発展「アクション･サイエンスの発展
ととととそのそのそのその意義意義意義意義：経営現象の予測･：経営現象の予測･：経営現象の予測･：経営現象の予測･
解釈･批判を超えて」解釈･批判を超えて」解釈･批判を超えて」解釈･批判を超えて」 

 

チェアパーソン：福永文美夫 
（久留米大学） 

報告者：八木 良太 
（尚美学園大学） 

「「「「文化文化文化文化産業の組織研究にお産業の組織研究にお産業の組織研究にお産業の組織研究にお
ける新展開ける新展開ける新展開ける新展開――――オーガニオーガニオーガニオーガニググググ
ラフラフラフラフの適用可能性に関すの適用可能性に関すの適用可能性に関すの適用可能性に関す
る組織論的考察る組織論的考察る組織論的考察る組織論的考察――――」」」」 

チェアパーソン：松嶋 登 
（神戸大学） 

10：40 

 

 

 

 

 

11：40 

報告者：三戸  公 
（立教大学･中京大学 

名誉教授） 
「「「「日本における日本における日本における日本における経営学の思経営学の思経営学の思経営学の思
想と方法想と方法想と方法想と方法」」」」 

 

チェアパーソン：高橋 由明 

（中央大学） 

報告者：山下  剛 
（高松大学） 

 
「「「「マズローの思想と方法マズローの思想と方法マズローの思想と方法マズローの思想と方法」」」」 

 

 

チェアパーソン：澤野 雅彦 

（北海学園大学） 

報告者：竹林 浩志 
（和歌山大学） 

「「「「観光地運営における経営観光地運営における経営観光地運営における経営観光地運営における経営
学的アプローチ学的アプローチ学的アプローチ学的アプローチ――――観光地観光地観光地観光地
ライフサイクル論を中心ライフサイクル論を中心ライフサイクル論を中心ライフサイクル論を中心
にににに―」―」―」―」 

チェアパーソン：片岡 信之 

（桃山学院大学） 

11：40 

12：40 
昼昼昼昼   食食食食    (419・420 教室) ・ 理事会理事会理事会理事会    (大会議室) 

統一論題統一論題統一論題統一論題 ・・・・ 閉閉閉閉    会会会会 (545 教室) 

12：40 

 

 

 

 

15：10 

統一論題統一論題統一論題統一論題        サブテーマサブテーマサブテーマサブテーマⅡ：Ⅱ：Ⅱ：Ⅱ：来たるべき経営学の学的方法を問う来たるべき経営学の学的方法を問う来たるべき経営学の学的方法を問う来たるべき経営学の学的方法を問う 
報告者  菊澤 研宗（慶應義塾大学） 

         論論論論    題題題題：「：「：「：「科学と哲学の綜合学としての経営学科学と哲学の綜合学としての経営学科学と哲学の綜合学としての経営学科学と哲学の綜合学としての経営学に向けてに向けてに向けてに向けて 

                ――――理論理性と実践理性の学問理論理性と実践理性の学問理論理性と実践理性の学問理論理性と実践理性の学問――――」」」」 

報告者  庭本 佳和（甲南大学） 
論論論論    題：「題：「題：「題：「行為哲学としての経営学の方法行為哲学としての経営学の方法行為哲学としての経営学の方法行為哲学としての経営学の方法」」」」 

司会者  佐々木恒男 (青森公立大学) 

15：10 

15：30 

大会総括大会総括大会総括大会総括        学会理事長    高橋 由明（中央大学） 

閉会の辞閉会の辞閉会の辞閉会の辞        大会実行委員長  吉原 正彦（青森公立大学） 

※ 大会実行委員会の手違いで、会員にお送りした第 19 回全国大会プログラムの一部に誤りがありました。

郵送済みプログラムには、5 月 22 日（日）の自由論題・Ｂ会場（10：40～11：40）のチェアパーソンが     

河野昭三先生（甲南大学）となっておりますが、正しくは、上記のように、澤野雅彦先生（北海学園大学）

です。訂正させていただくとともに、河野先生、澤野先生にご迷惑をおかけし、深くお詫び申し上げます。    

    

参加者の休憩室は、参加者の休憩室は、参加者の休憩室は、参加者の休憩室は、419 およびおよびおよびおよび 420 教室です。ご自由にご利用ください教室です。ご自由にご利用ください教室です。ご自由にご利用ください教室です。ご自由にご利用ください    

 

連 絡 先 

〒030-0196  青森県青森市大字合子沢字山崎１５３－４ 青森公立大学経営経済学部 

   経営学史学会第 19 回全国大会実行委員会 委員長 吉原 正彦 

               吉原正彦研究室直通 017-764-1674 

研究室 FAX 017-764-1658 

大学代表 017-764-1555 

                              e-mail: aomori19@bb.nebuta.ac.jp 

 

大会実行委員会 実行委員長：吉原 正彦 

実 行 委 員：藤井 一弘・藤沼  司・脇 夕希子 



経営学史学会第経営学史学会第経営学史学会第経営学史学会第 19191919 回全国大会参加要領回全国大会参加要領回全国大会参加要領回全国大会参加要領 

 

１．申込方法 

同封の出欠確認はがきに該当事項をご記入の上、4 月 15 日（金）までに、ご返送

ください。大会に参加される方は参加費等を、4 月 25 日（月）までに、同封の振込

用紙にてお振り込みください。 

 

２．参加費等 

・大会参加費 振込による前払 ６,０００円（当日７,０００円） 

・懇親会費  振込による前払 ５,０００円（当日６,０００円） 

・昼食弁当代 ８００円（21 日、22 日） 

（弁当については、当日受付はなく、すべて予約制とさせていただきます。

なお、大会両日とも大学の学食は閉まっており、周辺にも飲食店はあり

ませんので、ご予約をされない場合は、各自でご準備くださるようお願

いいたします。） 

 

３．振込口座 

口 座 名：経営学史学会第 19 回全国大会実行委員会 

口座番号：０２２７０－５－１２５７２０（ゆうちょ銀行） 

 

 

 

交交交交    通通通通    案案案案    内内内内 

 

【鉄道利用の場合】 

・東北新幹線の「JR 新青森駅」から「JR 青森駅」までは、一駅（約 5 分）で連絡し

ております（新幹線との接続列車あり）。 

・JR 青森駅から JR バス（１番のりば）または市営バス（４番のりば）で「青森公

立大学」行き、もしくは「モヤヒルズ」行きにて、「青森公立大学」下車（約 35 分、

530円）。 

・バス時刻表に関しては、本学の HP から入り「アクセスマップ」に行ってください。

以下の URLを参考にしてください。 

http://www.nebuta.ac.jp/apc/osirase/inf/10/20101204_kaisei_jikokuhyou.pdf 

 

【飛行機利用の場合】 

・青森空港からのバスは「JR 青森駅」行きになります。その後の経路は鉄道利用の

場合と同じです。したがいまして、大学へは、空港からタクシー利用が便利です

（3,500円程度）。 

 


